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病院紹介

茨城県つくば市天久保２－１－１所在地

医療機
関指定

標榜診
療科数

病床数

外来患
者数

職員数

特定機能病院、エイズ治療拠点病院、地域がん診療拠点病院、
茨城県災害拠点病院 他

病床数 800床
（一般病棟：625床、特定入院病床：134床、精神病棟：41床）

33 （診療科数39）

約1,800人／日

約2500人 （PFI事業者除く）
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2018年4月～
院内体制整備

筑波大学附属病院における臓器提供事例数
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脳死下 心停止後
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継続的な臓器提供を可能にした、いちばんの要因

選択肢提示

治療の
継続

救命が不可能な状態と診断

治療の
差控

治療の
中止

臓器提
供の可
能性

すべての患者さんの尊厳を守るために必要なこと 4
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茨城県臓器提供件数の年次推移(2010年〜2023年9月）

脳死下 心停止

【参考】茨城県の臓器提供数の増加

茨城県コーディネーター 小笹さん提供 5



救命

脳死とさ
れうる状
態の判
断

現状の
説明

家族の受
け入れを
確認

今後の
方針の
選択肢
提示

意思決
定支援

選択肢提示への流れ

治療の
継続

治療の
差控

治療の
中止

臓器
提供

院内Coに相談がはいる
↓

県Coに情報提供、相談

患者さん
の尊厳を
守ること
が大事。
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委員長：副病院長（診療）

委 員：救急・集中治療科長、

院内コーディネーター

消化器内科・外科、 脳神経外科・内科、

腎泌尿器外科・内科、 循環器外科・内科、

小児内科・外科、 眼科、麻酔科、

看護部、検査部、 臨床心理部、

病院総務部、

ﾚｼﾋﾟｴﾝﾄ移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、

外部委員（いばらき腎臓財団、県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

①臓器提供・移植支援委員会の設置

選択肢提示を支える院内体制

一般病棟 副看護師長

救急科 医師

看護師長

臨床心理士

ICU看護師

2023.11.1現在

②多職種院内コーディネーターの配置

7



選択肢提示を支える院内体制

③臓器提供マニュアルの見直し

④関係者によるシミュレーションの実施

【特徴】
・タイムテーブル
・「誰が何をどうする」が

明確
・実施時刻
・院内ホームページに掲載
・当院の事例を振り返り更新

【種類】
・脳死下臓器提供
・心停止後臓器提供
・脳死下→心停止後
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選択肢提示を支える院内体制

⑤全入院患者への意思表示確認
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選択肢提示を支える院内体制

⑥インセンティブ制度の設立・運用

国立大学附属病院（45施設）に照会。
34施設回答を得た。

要項を策定し、2021年運用開始

3, 9%

29, 

85%

1, 3%
1, 3%

配分あり 配分なし

検討中 その他

配分部門 配分金額 
ドナー患者管理をした診療科 100,000 円 
ドナー患者管理をした病棟 100,000 円 
法的脳死判定に従事した部門  50,000 円 
臓器摘出場所を提供した部門 50,000 円 
その他協力部門 20,000 円 

 選択肢提示
ドナー患者家族のグリーフケア
院内コーディネーターを派遣
コーディネート
事務支援 等
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⑦職員を対象とした研修会の実施
【特徴】
・コロナ前は対面
・コロナ禍はE-learning
・全職員対象
・学生にも周知
・他施設へも紹介

選択肢提示を支える院内体制
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（１）日常業務
（ア）臓器提供発生時に備えた院内体制の整備
（イ）所属する院内職員への移植医療に関する普及啓発
（ウ）院内研修会等の開催
（エ）県の臓器移植に関する研修会等への参加
（オ）他院内コーディネーター及び県コーディネーターとの情報交換

（２）臓器提供発生時業務
（ア）公益社団法人日本臓器移植ネットワーク及び県コーディネーターとの連絡調整
（イ）患者家族への対応
（ウ）院内関係部署との連絡調整
（エ）その他院内対応を円滑に行うために必要な業務

『茨城県院内臓器移植コーディネーター設置要項』より抜粋

院内コーディネーターの業務

＜心がけていること＞
日常から、各部門のことを知り、コミュニケーションをとっておく。

＜困りごと＞
兼任院内Coであり、通常業務との兼ね合い。業務過多。 12



家族支援

IC同席

意思決定支援

法的脳死判定の立ち合い

ベッドサイド、患者控室

家族の希望（面会、手術室のBGM）

帰室

エンゼルケア・術創の確認

臨床心理士の面談

精神科外来の予約 等

【入院中】
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家族支援

院内Co（臨床心理士）による面談

小児担当臨床心理士による面談

遺族外来

精神科外来

会計時に声かけ

感謝状授与式 等

ドナー家族の心をケアする事業
（いばらき腎臓財団）

茨城県コーディネーターによる訪問

【退院後】
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さいごに、お願いごと

患者さんひとりひとりの生き方を尊重したい。

選択肢提示でおこなわれる選択は、患者さんが望む生き方の延長であってほしい。

いざというときに、判断するのは家族。

家族が苦悩しないように、日常で家族と自分の生き方を話し合ってほしい。

そういう1日をつくっていただきたい。

「山の日」「海の日」といった祝日に加えて

「わが人生を考える日」の制定を！

家族／大切な人と話し合う 「わが人生を考える日」を
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